
●
出
題
傾
向

　

活
用
問
題
や
、
解
答
を
文
章
で
記
述
さ
せ
る

問
題
の
出
題
が
近
年
増
え
て
い
る
が
、
基
本
的

な
知
識
・
技
能
を
問
う
問
題
も
多
く
出
題
さ
れ
て
お
り
、
全

体
的
な
難
易
度
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

●
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
問
う
活
用
問
題

　

答
え
を
出
す
だ
け
で
な
く
、
解
答
に
至
る
考
え
方
や
、
根

拠
な
ど
を
記
述
さ
せ
る
問
題
の
出
題
が
増
え
て
い
る
。
新
学

習
指
導
要
領
の
目
標
（
２
）
に
お
い
て
、「
数
学
的
な
表
現

を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力
を
養

う
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
判
断
の
根
拠
な
ど
を
数
学
的
に
説

明
す
る
力
が
、
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。
同
じ
く
目
標
（
３
）
に
お
い
て
、「
問
題
解
決
の

過
程
を
振
り
返
っ
て
評
価
・
改
善
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養

う
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
入
試
に
お
い
て
も
解
決
過
程
を
意

識
し
た
問
題
が
出
題
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
複
数
の

考
え
方
を
示
し
て
考
え
さ
せ
る
問
題
や
、
間
違
い
を
含
ん

だ
解
答
過
程
を
示
し
、
間
違
っ
た
箇
所
を
正
し
く
直
さ
せ
る

問
題
な
ど
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
答
え
を
求
め
さ
せ

ず
に
求
め
方
だ
け
を
答
え
さ
せ
る
問
題
も
出
題
さ
れ
る
な
ど
、

解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
る
力
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

●
出
題
傾
向

　

活
用
問
題
の
扱
い
の
増
加
は
あ
る
が
、
出
題

形
式
の
バ
ラ
ン
ス
は
近
年
大
き
な
変
化
は
な
く
、

選
択
問
題
45
％
、
用
語
25
％
、
短
文
記
述
12
％
、
計
算
11
％
、

作
図
５
％
程
度
で
あ
る
（
全
国
平
均
）。

●
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
問
う
活
用
問
題

　

47
都
道
府
県
中
44
の
都
道
府
県
で
、
何
ら
か
の
形
で
活
用

問
題
を
出
題
。

　

大
問
の
設
定
か
ら
活
用
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
全
大
問

の
う
ち
３
〜
４
割
程
度
で
、
各
大
問
の
中
で
小
問
１
〜
２
問

が
活
用
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

①
実
験
器
具
や
観
察
の
設
定
を
、
教
科
書
等
の
見
慣
れ
た
も

の
と
は
少
し
異
な
っ
た
も
の
に
変
え
る
。

②
仮
説
を
立
て
た
り
、
立
て
た
仮
説
を
確
か
め
る
実
験
を
考

え
る
。

　

①
②
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
出
題
が
多
く
見
ら
れ
、「
比
較

の
た
め
に
モ
デ
ル
化
す
る
」「
結
果
を
考
察
し
て
説
明
す
る
」

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

活
用
問
題
は
、
文
章
記
述
や
作
図
な
ど
と
い
っ
た
「
表
現

力
」も
同
時
に
問
わ
れ
る
傾
向
が
高
く
、知
識
を
活
用
す
る
だ

け
で
な
く
、
活
用
し
た
結
果
を
自
分
の
言
葉
や
図
で
表
現
す

る
こ
と
ま
で
、
今
後
更
に
重
視
さ
れ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

●
出
題
傾
向

　

基
本
的
な
問
題
か
ら
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
を
問
う
活
用
問
題
ま
で
幅
広
く
出
題
さ
れ

て
い
る
。
読
解
問
題
の
テ
ー
マ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
国
際

理
解
、
環
境
問
題
、
科
学
技
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど

社
会
的
な
話
題
も
多
い
。
新
学
習
指
導
要
領
の
目
標
で
は
、

5
領
域
全
て
に
お
い
て
「
社
会
的
な
話
題
」
を
扱
う
よ
う
明

記
さ
れ
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
テ
ー
マ
と
言
え
る
。

●
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
問
う
活
用
問
題

　

こ
こ
数
年
、
活
用
問
題
は
７
〜
８
割
近
く
の
都
道
府
県
で

出
題
さ
れ
て
い
る
。
読
解
問
題
に
お
け
る
資
料
の
読
み
取
り

問
題
は
定
番
化
し
つ
つ
あ
り
、
英
作
文
問
題
に
お
い
て
は
、

読
ん
だ
英
文
を
踏
ま
え
て
書
く
問
題
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
内
容
に
お
い
て
「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
」
の
項
目
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
指
導
例
も
領

域
ご
と
に
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
も
活

用
問
題
は
重
視
さ
れ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

●
「
話
す
」
技
能
の
評
価

　

近
年
、「
話
す
」
を
含
め
た
4
技
能
を
総
合
的
に
評
価
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
平
成
29
年
春
の

入
試
で
は
、
大
阪
府
でTO

EFL iB
T

、IELTS

、
英
検
を

活
用
す
る
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
た
。
福
井
県
で
は
、
平
成

30
年
春
の
入
試
に
お
い
て
、
英
検
の
取
得
級
に
応
じ
て
加
点

す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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連載企画

教材活用
講座

第1回

実力テストと進学教材
の連動で相乗効果を

　この連載では，全国各地の中学校でお聞きした，補助教材を
活用しながら生徒のみなさんの学力向上に向けて工夫されてい
る取り組みをご紹介していきたいと考えております。
　今回は，二つの地域でお聞きした，実力テストと進学教材（総
まとめ教材）を組み合わせることで，学習効果を高める工夫を
されている実践事例をご紹介いたします。

「新研究」と実力テストで，
学習のＰＤＣＡサイクルを確立
〜兵庫県での「新研究」＋実力テストの使用事例〜

事例1

先生・生徒・保護者で取り組む特別学習
〜新潟市での「新研究」＋実力テストの使用事例〜

事例2

P33 中
@Sing 28@Sing 29



テスト実施

　

兵
庫
県
に
、５
教
科
セ
ッ
ト
の「
新
研
究
」と
付
属
ノ
ー
ト
、

実
力
テ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
、
学
習
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
実
現
に
取
り
組
む
学
校
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
学

習
の
し
く
み
と
、
実
践
校
三
校
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

①
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
計
画
表
の
配
付
と

　
「
新
研
究
」
学
習
開
始

　

２
年
生
の
成
人
の
日
の
こ
ろ
に
、「
新
研
究
」
本
誌
５
教

科
と
付
属
ノ
ー
ト
、実
力
テ
ス
ト
の
年
間
計
画
表（「
新
研
究
」

の
本
誌
ペ
ー
ジ
が
入
っ
た
出
題
内
容
表
）が
配
付
さ
れ
、「
新

研
究
」学
習
が
ス
タ
ー
ト
。

②
Ｄ
Ｏ
「
新
研
究
」
を
使
っ
た

　

テ
ス
ト
前
勉
強

　

実
力
テ
ス
ト
の
年
間
計
画
表（
出
題
内
容
表
）
に
そ
っ
て
、

「
新
研
究
」を
使
っ
た
家
庭
学
習
を
さ
せ
る
。

　

学
習
の
進
め
方
は
、
学
校
ご
と
、
先
生
ご
と
に
工
夫
し

て
指
示
さ
れ
る
。（
解
説
ペ
ー
ジ
の
学
習
の
み
を
先
に
す
る
、

Ａ
問
題
の
み
を
先
に
す
る
な
ど
。）

③
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
実
力
テ
ス
ト
の

　

実
施
・
ノ
ー
ト
の
点
検

　

テ
ス
ト
の
出
題
範
囲
に
そ
っ
て
、
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
学
習

す
る
よ
う
指
示
し
、テ
ス
ト
の
前
後
で
ノ
ー
ト
を
回
収
・
点
検
。

　

実
力
テ
ス
ト
を
実
施
。
採
点
後
、
生
徒
の
個
人
成
績
表
を

配
付
。

　

個
人
成
績
表
に
は
自
分
の
得
点
や
ク
ラ
ス
の
平
均
点
の
ほ

か
に
、
よ
く
で
き
た
問
題
や
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
問
題
を

示
し
、「
新
研
究
」の
振
り
返
り
ペ
ー
ジ
を
記
載
。

　
「
よ
か
っ
た
問
題
」
も
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
や
る
気

の
増
幅
や
「
新
研
究
」
学
習
の
手
ご
た
え
に
つ
な
げ
る
。（
成

績
下
位
層
の
生
徒
に
と
っ
て
も
、
用
語
や
単
語
の
反
復
学
習

で
得
点
が
上
が
る
こ
と
が
、
や
る
気
に
つ
な
が
る
。）

④
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ 　
「
新
研
究
」
を
使
っ
た

　

テ
ス
ト
の
振
り
返
り

　

テ
ス
ト
の
個
人
成
績
表
で
、
生
徒
ご
と
に
、
復
習
し
て
お

く
べ
き「
新
研
究
」
の
ペ
ー
ジ
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
た
め
、

効
果
的
な
振
り
返
り
学
習
が
で
き
る
。

⑤　
　
　
次
の
テ
ス
ト
に
向
け
た

　
「
新
研
究
」
学
習
へ

　

こ
の
②
〜
⑤
の
サ
イ
ク
ル
を
、
２
年
生
で
１
回
、
３
年
生

で
６
〜
７
回
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
な
が
ら
繰
り
返
し
て
い
く
。

　

テ
ス
ト
の
結
果
は
、「
学
習
の
あ
ゆ
み
」
と
呼
ば
れ
る
台

紙
に
、
定
期
テ
ス
ト
の
結
果
な
ど
と
一
緒
に
貼
り
、
裏
面
に

生
徒
自
身
の
言
葉
に
よ
る
振
り
返
り
を
記
載
し
て
、
テ
ス
ト

実
施
の
た
び
に
保
護
者
に
見
せ
る
。
保
護
者
の
検
印
を
も

ら
っ
て
、
学
校
に
提
出
さ
せ
る
。

　

テ
ス
ト
は
、
実
施
時
期
に
よ
っ
て
、
難
易
度
が
高
め
の

も
の
（「
高
校
入
試
対
策
問
題
」
な
ど
）
と
、
難
易
度
が
低

め
の
も
の
（「
定
着
度
診
断
問
題
」
な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ
、

生
徒
の
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
よ
う
、
各
学

校
の
状
況
に
応
じ
て
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　
「
新
研
究
」
採
用
時
期
は
２
年
生
３
月
ご
ろ
で
、
３
年
生

12
月
ご
ろ
ま
で
使
用
。
本
誌
・
ノ
ー
ト
の
10
冊
セ
ッ
ト
。
テ

ス
ト
は
、
３
年
生
４
月
、
６
月
、
９
月
、
11
月
、
１
月
、
２

月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ス
ト
の
出
題
範
囲
は
、
年
間
の
一
覧
表
で
最
初
に
示
し

て
い
ま
す
。
ノ
ー
ト
の
回
収
・
点
検
は
毎
月
、
日
を
決
め
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
ス
ト
を
戻
す
た
び
に
、「
学
習
の
あ
ゆ
み
」（
Ａ
３
の
台

紙
）
の
オ
モ
テ
面
に
、
実
力
テ
ス
ト
と
定
期
テ
ス
ト
の
結
果

を
貼
ら
せ
ま
す
。
ウ
ラ
面
に
は
、
生
徒
自
身
の
言
葉
で
振
り

返
り
の
コ
メ
ン
ト
を
書
か
せ
、
そ
れ
を
親
に
見
せ
て
、
親
が

判
を
押
し
て
、
学
校
に
持
っ
て
く
る
よ
う
指
示
し
ま
す
。
７

月
と
12
月
の
三
者
面
談
の
際
に
、
個
票
を
見
な
が
ら
長
期
休

み
中
の
過
ご
し
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
も
し
て

い
ま
す
。

　
「
新
研
究
」の
学
習
方
法
と
し
て
、１
回
目
は「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
」
の
み
、
２
回
目
は「
Ａ
問
題
」
の
み
、
３
回
目
は「
Ｂ
問

題
」の
み
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

生
徒
は
３
回
解
説
ペ
ー
ジ
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

夏
休
み
の
補
習
の
と
き
に
、「
新
研
究
」
を
や
ら
せ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

実
践
校
の
先
生
に
聞
き
ま
し
た
！
①

兵
庫
県 

公
立
中
学
校　

英
語
科
ご
担
当
Ｉ
先
生

　

２
年
生
３
学
期
（
１
月
ご
ろ
）
か
ら「
新
研
究
」
５
教
科

と
ノ
ー
ト
、
テ
ス
ト
の
範
囲
表
を
配
付
し
ま
す
。
テ
ス
ト
対

策
の
指
示
は
、
そ
の
都
度
は
行
い
ま
せ
ん
。
こ
の
学
校
の
生

徒
は
、
自
学
す
る
習
慣
が
で
き
て
い
る
の
で
、
生
徒
の
主
体

性
に
任
せ
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ト
の
提
出
・
チ
ェ
ッ
ク
は
、
毎

回
の
テ
ス
ト
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
期
休
暇
中
を
含
め
、
宿
題
と
し
て
や
ら
せ
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
授
業
時
間
に
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
昨
年
の
３
年
生
は
、
理
科
の
教
科
書
内
容
が
早
め
に

終
わ
っ
た
た
め
、「
新
研
究
」
を
使
っ
て
授
業
中
に
振
り
返

り
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

実
践
校
の
先
生
に
聞
き
ま
し
た
！
②

兵
庫
県 

付
属
中
学
校　

理
科
ご
担
当
Ｍ
先
生

　

２
年
生
３
学
期
の
２
月
初
め
ご
ろ
に「
新
研
究
」
を
配
付

し
、
２
月
の
終
わ
り
の
期
末
テ
ス
ト
後
に
本
格
的
に「
新
研

究
」学
習
を
始
め
ま
す
。本
誌
５
教
科
と
ノ
ー
ト
の
10
冊
セ
ッ

ト
を
使
い
ま
す
。

　

年
間
数
回
の
「
課
題
テ
ス
ト
（
実
力
テ
ス
ト
）」
を
導
入
し
、

「
新
研
究
」
の
ペ
ー
ジ
数
が
入
っ
た
範
囲
表
に
そ
っ
て
学
習

さ
せ
て
い
ま
す
。
テ
ス
ト
範
囲
ご
と
に
ノ
ー
ト
を
提
出
さ
せ

ま
す
。「
提
出
の
た
め
に
解
答
の
丸
写
し
は
す
る
な
」
と
指

導
し
て
い
ま
す
。
長
期
休
暇
明
け
に
も「
課
題
テ
ス
ト
」
を

実
施
し
、
休
暇
明
け
は
、
広
め
の
範
囲
で
ノ
ー
ト
を
提
出
さ

せ
て
い
ま
す
。
テ
ス
ト
明
け
に
生
徒
に
配
付
さ
れ
る
個
人
成

績
表
の「
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
」が
生
徒
に
と
っ
て
励
み
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

３
年
生
１
学
期
ま
で
に
１
・
２
年
範
囲
の
ノ
ー
ト
を
使
っ

た
学
習
は
終
わ
ら
せ
、
夏
休
み
は
本
誌
に
記
入
し
て
１
・
２

年
内
容
の
２
回
目
の
学
習
を
さ
せ
ま
す
。
３
年
生
１
学
期
内

容
の
ノ
ー
ト
を
使
っ
た
１
回
目
学
習
も
、
夏
休
み
に
さ
せ
ま

す
。
２
学
期
以
降
の
学
習
内
容
は
、
２
学
期
末
ま
で
に
終
わ

ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

実
践
校
の
先
生
に
聞
き
ま
し
た
！
③

兵
庫
県 

公
立
中
学
校　

社
会
科
ご
担
当
Ｆ
先
生

「
新
研
究
」と
実
力
テ
ス
ト
で
、学
習
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立

〜
兵
庫
県
で
の
「
新
研
究
」
＋
実
力
テ
ス
ト
の
使
用
事
例
〜

PLANDOCHECKDO← ACTIONCHECK

＋

＋

● 2 年生 1 月下旬● 2 年生 2 月下旬　第 1 回テスト実施
　［「定着度診断問題」2 年学年末回等］

実
力
テ
ス
ト
の
年
間
計
画
表
と
「
新
研
究
」
本
誌
・
ノ
ー

ト
の
５
教
科
セ
ッ
ト
を
配
付

実力テストの年間計画表
（「新研究」ページ入りの
出題内容表）

事前に配付された出題
内容表にそって，
テストを実施。採点後，
個人成績表を配付

テ ス ト 範 囲 に そ っ て，
ノートを回収・点検

・
テ
ス
ト
の
個
人
成
績
表
に
記
載
さ
れ
た
振
り

　

返
り
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
、「
新
研
究
」で
復
習

・
次
の
テ
ス
ト
に
向
け
た「
新
研
究
」学
習

● 3 年生 4 月　第 2 回テスト実施
　　　　　　［「高校入試対策問題」1 回等］

事前に配付された出題
内容表にそって，
テストを実施。採点後，
個人成績表を配付

テ ス ト 範 囲 に そ っ て，
ノートを回収・点検

年
間
６
回
程
度
、
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
右
記
の
サ
イ
ク
ル

を
繰
り
返
す

● 3 年生 11 月ごろ〜
　仕上げ教材と併用

仕上げ教材
➡

約
１
か
月
間
の「
新
研
究
」学
習

（
最
初
の
テ
ス
ト
勉
強
）

ノート 5 教科

「新研究」5 教科

PLA
N

D
OC
H
EC

K

A
C
TIO

N

D
O

やる気の
増幅・

手ごたえに！

ノート 5 教科

テスト実施

ノート 5 教科

➡

「新研究」5 教科
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新
潟
県
で
は
、
進
学
に
向
け
た
学
習
指
導
を
、
通
常
の
授

業
と
は
別
の
「
特
別
学
習
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
行
っ
て
い

る
学
校
が
あ
る
。「
特
別
学
習
」
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
に
な
っ
て
決
定
す
る
た
め
、
そ
の
実
施
に
際

し
て
は
、
先
生
と
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
保
護
者
の
協
力
も

得
て
、
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
こ
で

は
そ
の
中
か
ら
「
新
研
究
」
と
実
力
テ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ

て
実
施
し
て
い
る
学
校
の
実
践
事
例
を
紹
介
す
る
。

教
材
の
選
定

　

各
出
版
社
が
出
し
て
い
る
進
学
用
の
教
材
に
つ
い
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
代
表
数
名
が
検
討
を
行
い
、

使
用
教
材
を
決
定
す
る
。

生
徒
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
「
新
研
究
」
を
使
い
始
め
る
前
に
、
生
徒
に
対
し
て
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
実
施
し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
る
。

　
　

・「
特
別
学
習
」の
ね
ら
い

　
　

・
学
習
の
進
め
方

　
　

・
学
習
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　

・
確
認
テ
ス
ト
・
実
力
テ
ス
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

先
生
・
生
徒
・
保
護
者
で
取
り
組
む
特
別
学
習

〜
新
潟
県
で
の
「
新
研
究
」
＋
実
力
テ
ス
ト
の
使
用
事
例
〜

学
習
方
法

◆
ノ
ー
ト

　
「
新
研
究
」
の
一
・
二
年
範
囲
に

二
回
取
り
組
む
た
め
、
一
回
目
は

「
新
研
究
」
の
付
属
ノ
ー
ト
を
全
員

使
用
す
る
。
二
回
目
に
つ
い
て
は
、

再
度
付
属
ノ
ー
ト
を
購
入
す
る
か
、

市
販
の
ノ
ー
ト
を
使
う
か
、
生
徒

に
選
択
さ
せ
て
い
る
。

◆
学
習
計
画

　

学
校
行
事
と
の
兼
ね
合
い
を
調
整
し
な
が
ら
年
間
の
学
習

計
画
表
を
作
成
す
る
。

◆
ノ
ー
ト
点
検

　

点
検
す
る
週
を
設
定
し
、
そ
の
週
は
、
一
日
一
教
科
ず
つ

ノ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
る
。
そ
の
週
ま
で
の
計
画
通
り
に
学
習

が
進
ん
で
い
る
か
、
先
生
が
点
検
を
行
う
。

　
基
本
は
一
日
一
教
科
！
　
中
に
は
自
分
で

ど
ん
ど
ん
進
め
て
、
入
試
ま
で
に
三
回
以
上

取
り
組
ん
だ
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
の
生
徒
は
、

「『
新
研
究
』
の
ど
の
へ
ん
に
何
が
書
い
て
あ

る
の
か
覚
え
て
し
ま
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
希
望
高
校
に
合
格
で
す
！

◆
「
学
習
会
」

　

ノ
ー
ト
点
検
で
、
学
習
が
不
十
分
な
生
徒
に
つ
い
て
は
、

毎
月
一
回
設
定
し
て
い
る
「
学
習
会
」
で
手
当
て
を
行
っ
て

い
る
。

　

ノ
ー
ト
点
検
終
了
後
に
、
該
当
の
生
徒
の
保
護
者
に
連
絡

し
、「
次
の
学
習
会
に
出
て
も
ら
う
」
こ
と
を
伝
え
る
。

　
「
学
習
会
」
で
は
、先
生
の
監
督
の
下
、生
徒
が
「
新
研
究
」

と
「
ノ
ー
ト
」
を
持
参
し
、各
自
で
「
新
研
究
」
に
取
り
組
む
。

普
段
は
生
徒
指
導
で
電
話
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
生
徒
指
導
の
と
き
と
は
違
っ
て
、
こ
う

い
う
学
習
面
で
の
連
絡
だ
と
ほ
か
の
こ
と
も
い

ろ
い
ろ
と
話
せ
て
、
保
護
者
と
つ
な
が
れ
る
の

が
よ
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実際に使われている計画表。3年の 4月 3週目から 1・2年範囲 2回目の学習
に入っている。点検する週や月 1回の学習会もあらかじめ示されている。

◆
実
力
テ
ス
ト

　

一
・
二
年
範
囲
の
一
回
目
を
ほ
ぼ
学
習
し
終
わ
っ
た
二
年

生
の
三
月
ご
ろ
に
、
確
認
テ
ス
ト
（
新
学
社
「
定
着
度
診
断

問
題
」
学
年
末
）
を
実
施
す
る
。

　

三
年
生
で
は
、
一
回
目
を
七
月
に
実
施
、
夏
休
み
を
挟
ん

で
、
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
は
毎
月
実
力
テ
ス
ト
（
新
学
社

「
高
校
入
試
対
策
問
題
」）
を
実
施
す
る
。

　

テ
ス
ト
の
事
前
に
配
付
す
る
出
題
範
囲
表
に
は、「
新
研
究
」

の
何
ペ
ー
ジ
か
ら
何
ペ
ー
ジ
ま
で
が
そ
の
回
の
テ
ス
ト
範
囲

か
を
示
し
、「
新
研
究
」と
実
力
テ
ス
ト
を
結
び
付
け
て
い
る
。

　

実
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、「
特
別
学
習
」
の
一
環
で
あ

る
た
め
、
通
常
の
授
業
日
で
は
な
く
、
土
曜
日
に
実
施
し
て

い
る
。

　

実
力
テ
ス
ト
の
成
績
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
授
業
外

の
「
特
別
学
習
」
で
の
結
果
な
の
で
、
評
価
に
は
直
接
反
映

さ
せ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
採
点
結
果
と
同
時
に
送
ら
れ
て

く
る
生
徒
用
個
票
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
面
談
の
際

に
学
習
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

新
潟
県
内
で
は
、
こ
の
実
践
事
例
の
よ
う
に
、
保
護
者
の

理
解
・
協
力
の
下
、「
新
研
究
」
と
実
力
テ
ス
ト
を
組
み
合

わ
せ
た
学
習
を
行
っ
て
い
る
学
校
が
い
く
つ
も
あ
る
。
テ
ス

ト
と
教
材
が
結
び
付
く
こ
と
で
、
学
習
へ
の
意
欲
が
わ
き
、

ま
た
、
テ
ス
ト
実
施
後
に
教
材
に
戻
っ
て
復
習
す
る
こ
と
が

で
き
、
学
力
の
定
着
が
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三
年
生
向
け
に
大
手
の
塾
の
統
一
テ
ス
ト
が
た

く
さ
ん
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
で
実
施

し
て
い
る
実
力
テ
ス
ト
は
、
価
格
が
断
然
安
い

の
に
、
個
別
の
ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
や
、
苦
手

分
野
の
フ
ォ
ロ
ー
問
題
ま
で
つ
い
て
く
る
の
で
、

親
と
し
て
は
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
で
す
。

HE-A4-15

フォローアップ　シート 英語
組　　　番

名前
基礎

解き方へのステップ　�①　シカにエサを与える［あげる］　　②　イ　　③　イ　　④　ア　　⑤　ア　　
⑥　the�travelers�a�place�to�buy

チャレンジ問題　give�him�something�to�eat

★次の問題はテストに出た問題です。もう一度ふり返ってみましょう。

１　語形変化問題のポイントを整理しよう！
　　ここでは動詞，形容詞，副詞の語形変化について確認しよう。
　⒜　�時制にともなう動詞の形…be 動詞も一般動詞も，主語の人称や単数・複数，また，現在・

過去・未来などの時制によって形が変わる。例えば，未来は〈助動詞 will や be�going�to ＋�
①〔ア�動詞の原形　イ�動詞の未来形〕〉で表す。

　⒝　�不定詞，動名詞，進行形などにともなう動詞の形…不定詞は〈to ＋②〔ア�動詞の原形　イ�動
詞の -ing 形〕〉の形，動名詞は〈enjoy などの動詞＋③〔ア�動詞の原形　イ�動詞の -ing 形〕〉
のほか，〈前置詞＋動詞の -ing 形〉などの形で使う。進行形は〈be 動詞＋④〔ア�動詞の原形
イ�動詞の -ing 形〕〉で表す。

　⒞　�比較の文の形容詞・副詞の形…形容詞・副詞は，比較の文において，比較級や最上級に変化する。
語尾に -er，-est をつけたり more，most を使うものもあれば，good →⑤（　　　　　）→ best
など，不規則に変化するものもある。

２　上記３点を押さえて，どのタイプの語形変化か見極めよう！
　�　一般動詞 stop のあとの動詞の形なので，上記⒝に注目して考える。動詞 stop のあとには動名

詞も不定詞も続けることができるが，意味が異なるので注意が必要。
　　〈stop ＋動詞の -ing 形〉…「⑥（　　　　　　　　　　）」
　　〈stop�to ＋動詞の原形〉…「～するために立ち止まる」

解　答 　trying
類　題

●�次の（　　）内の語を適する形（1 ～ 2 語）に書きかえなさい。
　⑴　Tom�（buy）�the�CD�yesterday.� ⑵　What�were�you�（do）?
　⑶　These�（child）�are�students.� ⑷　Which�is�（interesting）,�English�or�math?
　　⑴　　　　　　　　　　　　　　　⑵　　　　　　　　　　　　　
　　⑶　　　　　　　　　　　　　　　⑷　　　　　　　　　　　　　

【発展の解答】�

ポイント！ 下の（　　）には適する語を書き，〔ア… イ…〕はどちらかを で囲もう。

＜本文＞　※前略
Mr Hill :　�Listen�to�the�CD�and�read�the�textbook�aloud�again�and�again.��When�you�do�that,�there�

are�two�important�things�to�remember.��First,�try�to�pronounce�the�words�the�same�way�
as�on�the�CD;�for�example,�use�the�same�speed,�the�same�accent,�and�the�same�liaisons.��
At�first,�you�will�feel�it’s�too�fast,�but�you�will�get�better�soon.��Don’t�stop�③（try）.

（注）��read�～�aloud　～を音読する　　textbook　教材　　pronounce　～を発音する　　the�same�way�as�～　～と同じように　　�
speed　速さ　　accent　アクセント　　liaison　音のつながり　　at�first　最初は

＜問題＞
　3　③の（　　）内の語を適する形に書きかえなさい。� 　　　　　　　

〔２〕3　語形変化（動名詞）

語形変化問題では，名詞の形を問う
問題が出題されることもあるよ！

英語のフォロー問題のサンプル。苦手な分野に
取り組むことができる。
（フォロー問題のないテストもあります。）

実力テストの生徒用個票。得意分野・苦手分野
のアドバイスだけでなく，「新研究」のどこで復
習すればよいかも示されている。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例

３
月

２
月

１
月

12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

３
年

４
月

３
月

２
月

１
月

12
月

2
年

11
月 月

卒
業
式

公
立
・
私
立
入
試

後
期
期
末
テ
ス
ト

私
立
入
試

保
護
者
会

冬
休
み

後
期
中
間
テ
ス
ト

始
業
式

市
総
体　

合
唱
祭

体
育
祭

前
期
期
末
テ
ス
ト

全
国
大
会

地
区
大
会
・
県
大
会

保
護
者
会　

終
業
式

前
期
中
間
テ
ス
ト

始
業
式

終
業
式

後
期
期
末
テ
ス
ト

特
別
学
習
開
始

特
別
学
習
ガ
イ
ダ
ン
ス

行
事

「新研究」後半の
「入試実戦講座」を
中心とした総合学習

「新研究」3年範囲の
「解説ページ」「A問題」

「B問題」

「新研究」1・2年範囲の
「B問題（発展問題）」と「解説
ページ」「A問題」の復習

「新研究」1・2年範囲の「解説ページ」
「A問題（基本問題）」

学
習
内
容

第
五
回
実
力
テ
ス
ト

（
新
学
社
「
高
校
入
試
対
策
問
題
」）

第
四
回
実
力
テ
ス
ト

（
新
学
社
「
高
校
入
試
対
策
問
題
」）

第
三
回
実
力
テ
ス
ト

（
新
学
社
「
高
校
入
試
対
策
問
題
」）

第
二
回
実
力
テ
ス
ト

（
新
学
社
「
高
校
入
試
対
策
問
題
」）

第
一
回
実
力
テ
ス
ト

（
新
学
社
「
高
校
入
試
対
策
問
題
」）

確
認
テ
ス
ト

（
新
学
社
「
定
着
度
診
断
問
題
２
年
」）

　
　
　
　
テ
ス
ト

「
新
研
究
」
に
決
定
！

実
力
テ
ス
ト
と
「
新
研
究
」
を
関
連
さ

せ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学
習
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

P33 中

@Sing 32@Sing 33
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